

















































下のものを用いた．ウェブサイトで入手したものは， （ 年 月現在）を併記する．
① 米国雪氷データセンター（ ）による海氷
域面積データ（ 年 月～ 年 月の月ごと及び ～ 年の各月平?値）
// / / /
② による各月海氷域面積の経度 度ごとの値（ 年 月～ 年 月）
// / /
南大洋インド洋区及びリュツォ・ホルム湾沖の海氷消長の特徴
③ 米国立氷センター（ ）及び に
よる 海氷図（ 年 月～ 年 月，毎週か隔週）









時期はインド洋区においてのみ 月で，他のそれはすべて 月である．これは -
年のデータに基づく平?像であり，同様の傾向は - 年の期間についても
（ ）によって示されている．従って，インド洋区の海氷域面積の年間極大となる
時期が他よりも カ月遅い傾向は， 年以降の 年間で一般的な特徴と言える．
一方，海氷域面積が年間極小を示す時期は，全海区とも 月である（図 ）．従って，春
牛尾収輝
図 南大洋各海区における海氷域面積の月別変化．密接度 以上の海域で， 年から
年までの平?値．各海区は各経線間を東周りに囲む領域で以下の通り（
に基づく）．インド洋区 °- ° 西部太平洋区 °- ° ロス海区 °- ° ベリン
グスハウゼン-アムンセン海区 ° - ° ウェッデル海区 ° - °．
- ° ° °
° ° ° /
° ° ° °
～夏季に海氷が融解して面積が減少する時期は，インド洋区における面積減少率（時間当












（ - 月），後者に約 カ月間（ 月～ 月）かかり，海氷域面積の季節変動における時間
非対称性が他の海区よりも際立っていることがわかった．
リュツォ・ホルム湾沖，東経 度線上の氷縁位置の変動
年 月～ 年 月の 海氷図から読取った東経 度線上の氷縁位置の時間























な特徴と言える．東経 度線上の氷縁位置が 月でも北上を開始しない特徴は， -
年の砕氷船「ふじ」のデータからも示されている（楠， ）．図 ， に見られるように，
図 東経 度線上の氷縁位置． 海氷図から読取った値に基づく．
牛尾収輝
インド洋区全体の海氷域面積としては 月に最小となり， 月から増大に転じている．しか
し，東経 度線を含む東経 - 度の海域における海氷域面積の季節変動では，面積増大




図 東経 度線上の氷縁位置の季節変動． 年 月～ 年 月の氷縁位置を一つの日付軸
に揃えて重ね合わせた．
南大洋インド洋区及びリュツォ・ホルム湾沖の海氷消長の特徴


















図 東経 - 度及び - 度における海氷域面積の季節変動． - 年の平?．


















































牛尾収輝（ )頻発する南極リュツォ・ホルム湾の海氷流出― 年～ 年の海氷状況から
―．南極資料， ， - ．
-
-
南大洋インド洋区及びリュツォ・ホルム湾沖の海氷消長の特徴
